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状況 （主に仙台市内・近郊）

食料・日用品・燃料の欠乏、支援は近場のみでムラが発生
 状況にムラがあり、宮城野区・若林区は壊滅状態だが、泉区・青葉区はガス以外のライフライ

ン復旧。

 行政は生存者探索・遺体収容に力を入れており、生存者への対応は遅れている。また、妙な
平等主義により、物資が供給できていない。

 スーパー等の店舗も開いてるところがあるが、長蛇の列、数量制限。

 基本的に食料は不足している。ただしワンファミリーへはセカンドハーベストにより食料が入る
みこみ。

 紙おむつ、生理用品、電池、懐中電灯、ラジオ、衣類等の日用品も不足。

 燃料が不足しており、給油は高速道路（緊急車両のみ通行可）上でしかできず、量も不明確。
そのため比較的近くの支援しかできない。

 カセットコンロやガスなど調理器具・調理燃料も不足しており、温かいものが食べられない。
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体制・人員

対策本部―現地派遣チームの2段構え
 被災地支援対策本部により、支援計画・物資発祥・人員計画・調整等を行い、現地派遣チームが計画を

実行する。

 現地派遣チームには責任者の他、ボランティアがあたる。

ホームレス支援全国ネットワーク理事会

人員
対策本部長 奥田 知志
事務局長 菅野 拓

被災地支援対策本部

現地派遣チーム

機能
①支援方針決定
②資金手当て

機能
①支援計画の策定
②物資発注
③人員（ボランティア）計画の策定・実施
④その他調整

人員
責任者 川浪 剛
ボランティア

機能
①補給の実行
②現地支援の実行
③現地情報の収集
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グリーンコープ共同体

機能
①物資確保
②輸送手段確保
※単独でも対策チームを立ち上げている



実施する支援・期間

当面は物資補給を中心とした現地支援団体の後方支援
 当面（3月～9月）は物資補給を中心とした現地で活動する支援団体のバックアップを支援の中心にすえ、

必要に応じて直接支援に入る。

 支援が必要な期間が長期にわたることが予想されるため、支援内容は状況に応じて変える。

物資補給

炊き出し

相談事業

•食料・日用品・燃料等の物資を
現場のニーズに合わせて、現
地の支援団体に補給する

•現地入り、炊き出しする

•生活や福祉の相談窓口を運営
する

内容

•当初から実施

•必要に応じて実施

•必要に応じて実施

実施支援

後方支援

直接支援

支援のタイプ

現地支援団体
の活動補佐

•物資補給によって生じる支援
団体の支援の負担を軽減する

•物資補給時に一定期間現地に
とどまり実施する

•当初から実施
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• 3月～9月を想定

•未定

•未定

期間

• 3月～9月を想定



物資補給プログラム

対策本部は現地で物資を支援者に補給する役割
 物資は仙台市近郊までグリーンコープが冷蔵10tトラック輸送・保管（週6便、第1便は21日午前着予定）。

 被災地対策本部現地派遣チームにて物資を引受け（1.5トントラック利用）、支援者・支援団体に補給。

 現地の支援者・支援団体が被災者へ供給。

グリーンコープ共同体

被災地対策本部

現地派遣チーム

現地の支援団体
（現地派遣チーム）

•グリーンコープがそろえた物資
および全国ネットが受け付けた
物資を新潟まで輸送

• 10トントラック利用か？

•現地の支援団体へ物資を搬入
•同時に物資ニーズを把握

•炊き出し等にて物資を被災者
へ供給

•必要に応じて現地派遣チーム
が補助

内容担い手

グリーンコープ共同体
•輸送された物資を保管
•小型のトラック（4トンか）への
積み替え
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北九州市

被災地
（仙台市ほか）

被災地
（仙台市ほか）

場所

仙台近郊

輸送

現地搬入

供給

ステップ

倉庫保管



輸送物資・拠点

物資到着点は仙台北部、当面はワンファミリー仙台が拠点

輸送物資（10t冷蔵トラックで週6日）

 出荷・納品パターン
（月）～（土）２０：００毎日福岡支店か
ら出荷
（水）～（月）仙台支店午前中納品

 供給量 ２～３パレット？/日程度
（無料・買取双方有り）

 種類 食料（多少の冷蔵品も可）
・日用品・衣服等

拠点

 物資到着・補完はランテック仙台支
店（冷蔵可能）

 当座の拠点（宿泊スペース・事務所）
はワンファミリー仙台に置く。



物資補給する現地支援団体

当面は仙台の支援団体に補給し、状況に応じて拡大
 当面は仙台の支援団体に物資を補給し、状況、ルートの確認が取れ次第、盛岡にも実施を

想定。

6

仙台夜まわり
グループ

萌友

盛岡市
ホームレスの
冬を支える会

•仙台市だけでなく名取市等でも
炊き出しを行うが燃料に不安

•セカンドハーベストから食料補
給予定だが、日用品不足

•教会にて炊き出しを実施中
•食料が底をつき始めている
•調理燃料が無い

•盛岡市内は比較的無事
•海岸部等で被害

状況団体名

宮城

盛岡

県

ワンファミリー
仙台

•事務所にて炊き出しを行う
•食料が底をつき始めている
•調理燃料が無い

•全国ネット会員

•全国ネット会員非会員
•カトリック系の団体

•全国ネット会員非会員
•カトリック系の団体

その他

•全国ネット会員



支援物資の受け付け体制

当面、北九州・福岡に収集、福岡から輸送ルートに載せる
 ホームレス支援全国ネットワークで受け付けする支援物資は北九州で受付・仕分け・保管す

る。

 グリーンコープで受け付けする物資は福岡のグリーンコープ倉庫で受付・仕分け・保管する。

 北九州の物資を定期的に福岡に輸送のうえ、グリーンコープが確保する物資輸送ルートに、
両受け付け物資も載せて輸送する。

•会員、一般から具体的品目をあげ受け
付け

•北九州HL支援機構所有施設にて受付・
保管

•リスト化、仕分け、梱包は北九州HL支援
機構のボランティアスタッフで実施

仕組み等

•グリーンコープ会員から具体的品目をあ
げ受け付け

•輸送出発点にて受付・保管
•リスト化、仕分け、梱包は抱樸館福岡の
ボランティアスタッフで実施

北九州市

受付場所

福岡県

ホームレス
支援全国
ネットワーク

受付団体

グリーンコープ
共同体

北九州市

保管場所

福岡県

輸送出発点

福岡県
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